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平成29年度 

１級造園工事施工管理技術検定 

実地試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略 

 

【問題 2】 

(1)Ａ 請負者 

  Ｂ 期日 

  Ｃ 発注者 

(2)(イ)Ａ ク(腐植) 

    Ｂ エ(黒褐) 

    Ｃ オ(団粒) 

(ロ)・締め固めることは避け、表層を適度に押さえる程度の転圧とする 

・表層は指で押して跡がつく、あるいは指で押して抵抗を感じるか貫入す

る程度の仕上がりを目安とする 

・表面の凹凸を均し、表面排水を確保できる勾配をとる 

・・・等 

(ハ)・保水性が向上する 

    ・養分・保肥力がよくなる 

(3)(イ)・付近の風致に応じ見栄えよく、「表」「裏」を確かめて植え込む 

    ・厚物の根巻材や化学繊維のひも、縄などは除去する 

  (ロ)樹木を植穴に埋め込んだ後、鉢を埋めながら水を注ぎ、鉢の周囲に戻し土

が密着するように棒で泥をよくつつきながら埋め戻す。これを何度か繰り

返して鉢を埋める 

  (ハ)1)支柱の丸太は所定の寸法を有し、割れ、腐食などのない平滑な直材の皮

はぎの新材とし、あらかじめ防腐処理をする 

    2)①杉皮を巻き、しゅろ縄で動揺しないように割り縄がけに結束する 

     ②釘打ちのうえ鉄線がけとする 
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(4)・根の状態は細い小根やひげ根が出ていて、樹木の大きさに比例した鉢である

こと 

  ・枝葉の配分、枝葉の密度が良好であること 

  ・樹種の特性に応じた自然樹形で、樹形が整っていること 

  ・病虫害のないもの、過去に発生したことのあるものは、発生が軽微でその痕

跡がほとんどないのように生育されたもの 

・・・等 

 

【問題 3】 

(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ロ)1)Ａ → Ｂ → Ｃ →  Ｇ → Ｉ → Ｋ → Ｌ 

  2)30 日 

(ハ)14 日 

(ニ)33 日 

(ホ)4 日 

(へ)Ｃで 1日,Ｋで 2日 

(2)(イ) 

Ａ オ（作業可能日数） 

  Ｂ エ（所要作業日数） 

  Ｃ イ（1日平均施工量） 

  (ロ) 人員の配置に凹凸がないように平均化する 
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(3)①作業の段取り待ち 

  ②材料の供給待ち 

  ③機械整備不足による故障 

  ④作業員の技術不足(訓練等の不足) 

・・・等 

(4)①人員、施工機械の増加 

  ②高価な材料の購入 

 

【問題 4】 

(1)Ａ 現場検収時 

Ｂ 最低値 

(2)(イ)「Ｗ」＝1.6 （1.8＋1.4／2）  

  (ロ) 1)「樹形」、「幹」、「枝葉の配分」、「枝葉の密度」、「下枝の位置」 

     2)葉・・・正常な葉形、葉色、密度を保ち、しおれや軟弱葉がなく、生き 

生きとしていること 

      樹皮・・損傷がないか、その痕跡がほとんど目立たず、正常な状態を保 

っていること 

      枝・・・樹種の特性に応じた枝を保ち、徒長枝、枯損枝、枝折れなどの

処理、および適切な剪定が行なわれていること 

     3)花芽の着花が良好か、もしくは花及びつぼみが正常な形態や花色である 

こと 

(3)(イ)・枝葉の剪除と下枝のしおり：作業の支障にならないように、下枝を縄で 

上のほうに向け幹にしばりつける 

                  枯枝、老いた枝、弱っている枝、密生して 

いる枝などは切り除く 

    ・上鉢のかき取り：移植先での雑草繁茂を抑えるため、鉢の表面の雑草や

地被類をかき取る 

(ロ)・厳冬期の凍害による霜割れの防止 

  ・盛夏期の直射日光による日焼けの防止 

  ・害虫の防止 

・・・等 
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【問題 5】 

(1)①1日の作業手順や作業工程の確認 

  ②1日の作業上の注意事項や禁止事項 

  ③危険の予知及び指差呼称の励行の指示・確認 

(2)(イ)Ａ 3 

  (ロ)Ｂ 1 

  (ハ)Ｃ 10 

(3)(イ)・地盤の強弱、埋設物破壊の危険性がある場合は、転倒を防止するため必 

要な広さおよび強度を有する鉄板等を敷設する 

    ・その日の作業を開始する前にワイヤロープ（ワイヤロープ、つりチェー 

ン、繊維ロープ、 繊維ベルト又はフック、シャックル、リング等）の異 

常の有無について点検を行なう 

  (ロ)・クレーンの旋回範囲外で、運転者の見やすい位置で合図すること 

    ・クレーンの旋回範囲内に労働者を立入らせないこと 

    ・荷は着床直前で一旦停止させ、静かに着床させる 

・・・等 

(4)(イ)Ａ 12 

    Ｂ 85 

    Ｃ 防護柵 

  (ロ)・作業区域内には関係労働者以外立ち入り禁止とする 

    ・材料、工具などの上げ下げはつり綱、つり袋を使用する 

  (ハ)①脚部の沈下および滑動の状態 

    ②床材の損傷、取付けおよび掛渡しの状態 

    ③緊結材および緊結金具の損傷および腐食の状態 

    ④緊結部、接続部および取り付け部の緩みの状態 

・・・等 

 


